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７

依
存
症
対
策
の
推
進

ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
及
び
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
（
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
公
営
競
技
、
ぱ
ち
ん

こ
屋
に
係
る
遊
技
そ
の
他
の
射
幸
行
為
を
い
う
。）を
は
じ
め
と
す
る
依
存
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
依
存
症
に
対

す
る
誤
解
及
び
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
関
係
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施
及
び
幅
広
い
普
及
啓
発
、
相
談
機

関
及
び
医
療
機
関
の
周
知
及
び
整
備
並
び
に
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
当
事
者
団
体
を
活
用
し
た
回
復
支
援
が
重
要

で
あ
り
、
地
域
に
お
い
て
様
々
な
関
係
機
関
が
密
接
に
連
携
し
て
依
存
症
で
あ
る
者
等
及
び
そ
の
家
族
に
対
す

る
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

相
談
支
援
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

１

相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化

相
談
支
援
体
制
の
構
築
と
関
係
機
関
と
の
連
携

障
害
者
等
、
と
り
わ
け
、
重
度
の
障
害
者
等
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営

む
た
め
に
は
、
相
談
支
援
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
際
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
障
害

種
別
に
か
か
わ
ら
ず
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
利
用
者
と
同
じ
目
線
で
支
援
す
る
こ
と
が
不
安
の
解

消
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
相
談
支
援
事
業
者
等
は
、
障
害
者
等
（
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
者
も
含
む
。）及
び
そ
の
家
族
が

抱
え
る
複
合
的
な
課
題
を
把
握
し
、
家
族
へ
の
支
援
も
含
め
、
適
切
な
保
健
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
る
等
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、行
政
機
関
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
医
療
と
の
連
携
が
必
ず
し
も
進
ん
で
い
な
い
た
め
、障
害
者
等
の
生
活
面
に
配
慮
し
た
医
療
の
提
供
、

医
療
の
視
点
も
踏
ま
え
た
総
合
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
よ
り
一
層
の
取
組

が
重
要
で
あ
る
。
精
神
障
害
者
及
び
精
神
保
健
に
課
題
を
抱
え
る
者
並
び
に
そ
の
家
族
に
対
し
て
も
、
子
育

て
、
介
護
、
生
活
困
窮
等
の
包
括
的
な
支
援
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
に
お
い
て
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
支
援
を
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
が
体
制
整
備
に
取
り
組
む
際
に
は
都

道
府
県
に
よ
る
協
力
や
支
援
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
都
道
府
県
と
市
町
村
は
日
頃
か
ら
相
談
支
援
業
務
に
関

し
て
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

相
談
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
作
成
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第

五
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
支

給
決
定
に
先
立
ち
必
ず
作
成
さ
れ
る
よ
う
体
制
を
確
保
し
、
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

個
別
の
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
状
態
像
や
希
望
を
勘
案
し
、
連
続
性
及

び
一
貫
性
を
持
っ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
相
談
支
援
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
条
第
十
九
項
に
規

定
す
る
地
域
相
談
支
援
を
い
う
。）等
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
総
合
的
な
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
生

活
状
況
を
定
期
的
に
確
認
の
上
、
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
相
談
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
及
び
相
談
支

援
事
業
者
等
の
実
態
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
い
て
障
害
者
等
か
ら
の
相

談
に
応
じ
る
体
制
の
整
備
に
加
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
を
含
め
た
相
談
支
援
を
行
う
人
材
の

育
成
支
援
、
個
別
事
例
に
お
け
る
専
門
的
な
指
導
や
助
言
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
の
中
核
機

関
で
あ
る
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
小
規
模
自
治
体
に
お
け
る
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
率
が
低
い
等
の
状
況
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
複
数
市
町
村
に
よ
る
共
同
設
置
を
促
し
た
り
、
調
整
し
た
り
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

加
え
て
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十
一
条

の
十
七
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
指
定
障
害
児

相
談
支
援
事
業
者
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
相
談
支

援
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
地
域
の
相
談
支
援
従
事
者
の
育
成
等
を
担
う
人
材
で
あ
る
主
任

相
談
支
援
専
門
員
を
計
画
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
ぞ
ま
な
い
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
の
解
消

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
令
第
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
二
条
の
五
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
及

び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
十
八
条
の
十
五
に
規
定
す
る
障
害
児

支
援
利
用
計
画
案
（
以
下
「
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
計
画
相

談
支
援
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
計
画
相
談
支
援
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）等
の

体
制
整
備
に
向
け
た
努
力
を
し
な
い
ま
ま
安
易
に
介
護
給
付
費
等
に
係
る
支
給
決
定
の
申
請
者
を
セ
ル
フ
プ

ラ
ン
に
誘
導
す
る
よ
う
な
こ
と
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
い
て
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
分
析
等
を
行
い
な
が
ら
、
相
談

支
援
専
門
員
の
計
画
的
な
養
成
等
を
通
じ
て
、
の
ぞ
ま
な
い
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
（
身
近
な
地
域
に
指
定
特
定
相

談
支
援
事
業
者
又
は
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
が
な
い
場
合
に
や
む
を
得
ず
作
成
さ
れ
る
セ
ル
フ
プ
ラ

ン
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
解
消
に
向
け
た
相
談
支
援
体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

２

地
域
生
活
へ
の
移
行
や
地
域
定
着
の
た
め
の
支
援
体
制
の
確
保

相
談
支
援
体
制
の
構
築
が
進
む
こ
と
に
伴
い
、
障
害
者
支
援
施
設
の
入
所
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の

作
成
や
当
該
計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
（
利
用
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
評
価
を
含
む
。）を
行
う
こ
と
を
通
じ

て
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
た
め
の
支
援
に
係
る
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
障

害
者
支
援
施
設
等
（
障
害
者
支
援
施
設
、
の
ぞ
み
の
園
（
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の

ぞ
み
の
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
重

度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す
る
施
設
を
い
う
。）、
児
童
福
祉
施
設
（
児
童
福
祉
法
第
七
条

第
一
項
の
児
童
福
祉
施
設
を
い
う
。）又
は
療
養
介
護
を
行
う
病
院
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
入
所
又
は
精
神
科

病
院
に
入
院
し
て
い
る
障
害
者
等
の
数
等
を
勘
案
し
た
上
で
、
計
画
的
に
地
域
移
行
支
援
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
障
害
者
支
援
施
設
等
又
は
精
神
科
病
院
か
ら
地
域
生
活
へ
移
行
し
た
後
の
地
域
へ
の
定
着
は
も
と

よ
り
、
現
に
地
域
で
生
活
し
て
い
る
障
害
者
等
が
そ
の
ま
ま
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
地
域
移
行
支
援
と
併
せ
て
、
自
立
生
活
援
助
や
地
域
定
着
支
援
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

３

発
達
障
害
者
等
に
対
す
る
支
援

発
達
障
害
者
等
へ
の
相
談
支
援
体
制
等
の
充
実

発
達
障
害
者
又
は
発
達
障
害
児
（
以
下
「
発
達
障
害
者
等
」
と
い
う
。）が
可
能
な
限
り
身
近
な
場
所
に
お

い
て
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
複
数
設
置
や
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置
等
を
適
切
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
発
達
障
害
者
等
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
等
で
の
対
応
が
困
難
な
事
例
（
強
度
行
動
障
害
や
ひ
き
こ
も
り
等
）
に
対
し
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
助
言
す
る
こ
と
な
ど
、
別
表
第
一
の
七

に
掲
げ
る
事
項
を
指
標
と
し
て
設
定
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

発
達
障
害
者
等
及
び
家
族
等
へ
の
支
援
体
制
の
確
保

発
達
障
害
者
等
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
は
、
発
達
障
害
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
へ
の
支
援
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
市
町
村
に
お
い
て
、
保
護
者
等
が
こ
ど
も
の
発
達
障
害
の
特
性
を
理
解
し
、
必
要
な
知

識
や
方
法
を
身
に
つ
け
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
等
の
発
達
障
害
者
等
及
び
そ
の
家
族
等
に
対
す
る
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
実
施
者
を
地
域
で
計
画
的
に
養
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
発
達
障
害
者
等
に
対
し
て
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
発
達
障
害
を
早
期
か
つ
正
確
に
診
断

し
、
適
切
な
発
達
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
達
障
害
の
診
断
等
を
専
門
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
医
療
機
関
等
を
確
保
す
る
な
ど
、
診
断
待
機
解
消
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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